
中期目標 中期計画 期待される取り組み・残された課題 

 

②②②②    教育内容教育内容教育内容教育内容・・・・方法方法方法方法にににに関関関関するするするする目標目標目標目標をををを達成達成達成達成するためのするためのするためのするための

取組取組取組取組 

＜学士課程教育＞ 

ア 教養教育と専門教育が一貫した教育体系のもと

で教育効果を高められるようカリキュラムを編成す

る。そのための権限と責任を持った全学的な管理・

運営体制を整備する。５ 

全学部において、１年間で履修登録できる単位数

の上限が設定されていない。 

（Ｈ２２ 認証評価） 

ⅡⅡⅡⅡ    大学大学大学大学のののの教育研究等教育研究等教育研究等教育研究等のののの質質質質のののの向上向上向上向上にににに関関関関するするするする目標目標目標目標    

１１１１    教育教育教育教育にににに関関関関するするするする目標目標目標目標        

（（（（１１１１））））教育内容等教育内容等教育内容等教育内容等にににに関関関関するするするする目標目標目標目標    

②②②②    教育内容教育内容教育内容教育内容・・・・方法方法方法方法にににに関関関関するするするする目標目標目標目標 

＜学士課程教育＞ 

ア 学士課程教育では、幅広い視野や課題探求能力

を身につける教育を重視、充実する。また、他者と

理解し合い、共生していくため、コミュニケーショ

ン能力の育成を重視した教育を実施する。 

さらに、現実的な課題に柔軟に対応できるよう､

地域に学ぶことを重視し､実践的・総合的な教育を充

実する。 

イ 学年、学部（学科、専攻、コース）に応じたキ

ャリアデザイン教育システムを構築し、実施する。 

６ 

キャリアフォリオの実質的活用を徹底することに

より、さらに充実したキャリアデザイン教育システ

ムの展開が期待される。（Ｈ２１ 年度評価） 

（イ）専門教育では、生涯学び続ける基礎を培うた

め､専門基礎を正確に把握させる教育と､広い視野を

持ち､学問を総合的に把握し､課題を探求できる幅広

い教育を行う。 

［環境共生学部］ 

「環境共生学」を基礎とし、研究能力・問題解解

決能力が高く応用力のある人材を育成するための教

育を実施する。学生が専門知識の習得と調査・分析

技能をバランスよく習熟できるよう、各分野の専門

教育と専門知識を基礎とする実験・演習科目、野外・

実践臨地実習を展開し、関連する資格の取得を支援

する。 

管理栄養士国家試験については、合格率９０％以

上を目標として設定し、そのための支援を強化する。 

24 

管理栄養士国家試験の合格率９０%以上とするた

めの支援の強化等到達すべき水準に至るまでには更

なる取組みの強化が必要。 

（Ｈ２１ 年度評価） 

＜大学院教育＞ 

ア 修士課程においては、幅広く、高度な知識を修

得させるための体系的な教育を行うとともに、理論

的知識や能力を基礎として実務に応用できる能力を

身につけさせる実践的な教育を行う。 

博士課程においては、高度な知識と幅広い視野を

もって自立して研究を遂行できる能力を身につけさ

せるための教育を行う。 

＜大学院教育＞ 

ナ 大学院教育の点検評価を行い、博士前期課程と

博士後期課程の関連を考慮しつつ、各研究科の目的

に応じた教育課程の改善を行う。30 

・全研究科において、学位授与方針(ディプロマポリ

シー)が学生に明示されていない。 

・博士後期課程において、退学した後、再入学など

の手続を経ず学位論文を提出して、博士の学位を取

得した者について、「課程博士」として取り扱って

いることは、適切ではない。 

課程制大学院の趣旨に留意して円滑な学位授与を

行うよう、改善が望まれる。（Ｈ２２ 認証評価） 



中期目標 中期計画 期待される取り組み・残された課題 

 

ニ 社会人の学生に関する教育状況を踏まえ、社会

人のニーズに応えうる履修モデルやプログラムを３

年以内に検討、実施する。31 

１８時からの開講のため、社会人学生が授業開始

に間に合わない事例が多いので、社会人受入に対す

る一層の配慮が望まれる。 

（Ｈ２２ 認証評価） 

 

［文学研究科］ 

言語・文学・文化に関する教育研究を充実するた

め、博士課程の設置を目指し、今後の社会ニーズや

文学研究科の今日的意義、学部教育の見直しも踏ま

えて、教育研究の目標、体制及びカリキュラムを見

直す。34 

 

［環境共生学研究科］ 

（ア）多様化する環境問題に対処し、自然環境と人

間活動の共生を具体的に実現する資源循環型社会の

構築を目指して、環境共生の基本理念のもとに、専

門性を追求し、地域社会のニーズに対応した環境共

生に関する教育研究を行う。 

（イ）自ら研究課題を立案・計画し、成果を論文と

してまとめる能力を育成するための指導を行う。そ

のため、高度な分析技術を修得できるよう指導する。 

（ウ）学生が研究成果を広く海外にも発信できるよ

う、英語によるプレゼンテーションや論文を作成す

る能力を育成する。35 

学位論文審査基準が、学生に明示されていないの

で「大学院履修要項」などに明示することが望まれ

る。 

（Ｈ２２ 認証評価） 

 

③③③③    教育教育教育教育のののの質質質質のののの向上向上向上向上にににに関関関関するするするする目標目標目標目標    

イ 教育の質の向上のため、教育活動について、適

切な評価、改善を行う。 

イ 全授業を対象に実施している学生による授業評

価アンケートについて、アンケート結果を授業の改

善に用いるとともに、アンケート結果を公表する。 

また、アンケートの内容や実施方法について検証

し、改善する。38 

《環境共生学研究科》授業アンケート・授業参観の

実施といった取組みは行われていない。この点に関

しては、全研究科としての視野からの取組みが望ま

れる。 

（Ｈ２２ 認証評価） 

 



中期目標 中期計画 期待される取り組み・残された課題 

 

（（（（２２２２））））教育教育教育教育のののの実施体制等実施体制等実施体制等実施体制等にににに関関関関するするするする目標目標目標目標    

② 教育の成果に関する目標を効果的に達成するた

めに適切な教職員の配置を行う｡ 

③ カリキュラム編成に基づいた教員人事（採用）

計画を作成し、退任教員の後任採用はその計画に基

づいて行う。42 

専任教員の年齢構成については、全学部で年代に

よって偏りがみられることから、全体的な年齢構成

のバランスを保つため、若壮年層の採用により順次

改善されることが期待される。 

（Ｈ２２ 認証評価） 

 

③ 学生の学習意欲及び教育効果の向上を図るた

め、学生の学習環境を適切に整備する。 

⑯ 学術情報メディアセンター図書部門の文献の充

実を図るとともに、データベースの共同利用等によ

るネットワーク機能の充実を３年以内に検討、実施

する。55 

「地域性の重視」に基づいて、郷土の貴重文献を

集め、保管しようとしている。現在まだ十分ではな

いが、理念を尊重して収集整理していけば、「熊本学」

の拠点になると期待される。 

（Ｈ２２ 認証評価） 

 

２２２２    研究研究研究研究にににに関関関関するするするする目標目標目標目標 

((((１１１１))))    目指目指目指目指すべきすべきすべきすべき研究研究研究研究のののの方向及方向及方向及方向及びびびび水準水準水準水準にににに関関関関するするするする目目目目

標標標標 

① 人文、社会、自然の３分野を有する本学の特色

を生かした学際的な研究や基礎研究を推進する。 

 

 

① 学長特別交付金制度の活用等、学長のリーダー

シップに基づき､学際的な研究や教育内容･教育方法

の開発のための研究等を支援する｡58 

研究の充実に関しては、その成果を発展させ、地

域実学主義による教育の充実を図られることを期待

する。 

（Ｈ２１ 年度評価） 

((((２２２２))))    研究実施体制等研究実施体制等研究実施体制等研究実施体制等にににに関関関関するするするする目標目標目標目標 

① 国内外における優れた水準の研究を推進するた

め、効果的な研究環境を整備する。 

 

    

⑤ 研究の質の向上を図るための環境を整備するた

め、設備更新計画を作成し、順次更新する。76 

《環境共生学部・環境共生学研究科》機器の使用年

数が１０年を経過していることによる保守管理の充

実及び機器更新の仕組み作りが望まれる。 

（Ｈ２２ 認証評価） 

 

 

３３３３    地域貢献地域貢献地域貢献地域貢献にににに関関関関するするするする目標目標目標目標    

(２) 地域､産業界との連携を推進し､研究成果の地

域への還元を積極的に行う｡ 

 

 

(４)  様々な地域課題について試験研究機関・地域

企業等との共同研究を推進する。84 

研究機関としての機能を活かして取組み、その成

果を地域に還元した。今後ともこの種の研究活動の

活性化を期待する。 

（Ｈ２１ 年度評価） 



中期目標 中期計画 期待される取り組み・残された課題 

 

(３) 県民の多様な生涯学習ニーズに対応し、県民

の学習・交流拠点としての役割を果たす。 

(10)  地域の生涯学習ニーズ等に対応するため、本

学が行う公開講座について、各教員が積極的に関与

する。 

① 大学の正規の授業を県民に公開する「授業公開

講座」については、教員１人あたり１科目開講を

目標として公開に取り組み、県民に生涯学習の機

会を提供する。 

② 県民の生涯学習ニーズにさらに対応していくた

め、大学の教育・研究資源や県民のニーズを踏ま

えながら、県民や市町村職員を対象として行う｢特

別出前講座｣等の各種講座を開設する｡93 

１７回の公開講座やセミナーを開いた。しかし、

まだ単発的で、体系化はされていない。 

（Ｈ２２ 認証評価） 

 

４４４４    国際交流国際交流国際交流国際交流にににに関関関関するするするする目標目標目標目標 

(１) 学生に異文化への理解を促し、グローバ

ルな視点から物事を考え行動することのでき

る能力を育成するため、学生の国際交流を推進

する。 

４４４４    国際交流国際交流国際交流国際交流にににに関関関関するするするする目標目標目標目標をををを達成達成達成達成するためのするためのするためのするための取組取組取組取組 

 

(１)  長期の国際交流ビジョンを策定し、具体策を

推進する。100 

《総合管理学部》 

大学の理念に「国際性の推進」の推進が掲げられ

ていることから、教育・研究交流の更なる発展が望

まれる。 

《文学研究科》 

学部における組織的な取組みに比し、大学院にお

ける国外大学院との組織的な交流についてはなお今

後の課題である。 

学部における取組み、特に日本語教師の育成など

を大学院においてもより発展させることで、一層の

国際交流を深化させることが期待される。 

《環境共生学研究科》 

国内外との教育・研究交流は、緒に就いたばかり

で、これからどう育てていくかを検討する段階であ

る。 

他の国際交流においては、個人的あるいは複数の

特定教員レベルでの交流から、大学院レベルの総合

的な交流へと踏み出される移行時期にあるので、今

後さらに強力に推し進められることが望まれる。 

（Ｈ２２ 認証評価） 



中期目標 中期計画 期待される取り組み・残された課題 

 

ⅢⅢⅢⅢ    業務運営業務運営業務運営業務運営のののの改善及改善及改善及改善及びびびび効率化効率化効率化効率化にににに関関関関すすすするるるる目標目標目標目標 

１１１１    運営体制運営体制運営体制運営体制のののの改善改善改善改善にににに関関関関するするするする目標目標目標目標 

(１) 理事長と学長のリーダーシップのもと、「環

境の変化に迅速に対応できる組織体制」及び「権限

や役割と責任の所在が明確な組織体制」を整備する。 

特に、企画機能を強化するための組織体制の整備を

図る。 

１１１１    運営体制運営体制運営体制運営体制のののの改善改善改善改善にににに関関関関するするするする目標目標目標目標をををを達成達成達成達成するためするためするためするため

のののの取組取組取組取組 

 

(１) 組織体制の整備 

① 理事長を中心とした法人経営の実施、学長を中

心とした教育研究活動の充実を図るため、理事長

と学長の権限と責任を明確化するとともに、これ

を補佐する体制を整備する。 

理事長の補佐体制として、理事に学外者を登用

するとともに、理事会を置く。学長の補佐体制と

して、主に教務及び学生支援を事務局と協働し担

当する副学長を置く。127 

 

 

学位授与方針の明確化とカリキュラムの検証は大

きな全学的課題であるので、その推進にあたっては

何が問題で、どのような組織体制で、どのような手

続で進めていくのか、十分議論して実施されたい。 

（Ｈ２１ 年度評価） 

(５)  多様な知識又は経験を有する教員の交流を進

め､教育研究を活性化させるため、全教員を対象とし

て任期制の導入を検討する。146 

 

 

「全教員を対象とした任期制の導入に係る検討」

の結果に基づく決定事項の実施 

（Ｈ２１ 年度評価） 

３３３３    人事人事人事人事のののの適正化適正化適正化適正化にににに関関関関するするするする目標目標目標目標 

教育研究活動を活性化するための人事・評価制度

を構築する。 

(６)  事務組織機能を充実させるため、学内外での

研修等の実施・活用により大学特有の業務に精通し

た専門性の高い事務職員を養成するとともに、法人

独自の事務職員の採用についても検討する。147 

 

 

 

今後、特に専門性の高い職について、法人独自の

事務職員を採用するなど、運営体制の整備に取り組

まれたい。 

（Ｈ２１ 年度評価） 



中期目標 中期計画 期待される取り組み・残された課題 

 

ⅣⅣⅣⅣ    財務内容財務内容財務内容財務内容のののの改善改善改善改善にににに関関関関するするするする目標目標目標目標 

１１１１    自己収自己収自己収自己収入入入入のののの増加増加増加増加にににに関関関関するするするする目標目標目標目標 

 (２) 法人として高度な研究活動を維持・向上させ

るため、外部研究資金の獲得に努める。 

(３)  科学研究費補助金等の競争的資金や受託研

究、共同研究、教育研究奨励寄付金について、全教

員の申請、受託等を目標とし、採択件数及び獲得額

の増加を図る。155 

「全教員が応募する」という年度計画の達成に至

っておらず、今後さらに中期計画の達成に向けた取

組みを期待する。 

（Ｈ２１ 年度評価） 

２２２２    経費経費経費経費のののの抑制抑制抑制抑制にににに関関関関するするするする目標目標目標目標 

大学の業務全般について効率的な運営に努め、事

務の合理化等を推進することにより、経費の抑制に

努める。 

２２２２    経費経費経費経費のののの抑制抑制抑制抑制にににに関関関関するするするする目標目標目標目標をををを達成達成達成達成するためのするためのするためのするための取取取取

組組組組 

(１)  経費の効率的、効果的活用を図るため、教職

員等に対し、コスト意識の涵養に取り組む。157 

経費抑制の取組みを客観的に評価できるよう指標

等の設定を検討されたい。 

（Ｈ２１ 年度評価） 

３３３３    資産資産資産資産のののの運用管理運用管理運用管理運用管理のののの改善改善改善改善にににに関関関関するするするする目標目標目標目標 

大学の健全な運営を確保するため、経営的視点を

踏まえつつ資産の効果的・効率的な活用を図る。 

(３)  教育研究活動を妨げない範囲内で、利用者に

応分の負担を求めつつ、学外へ施設の貸し出しを行

う。163 

安定した自己収入を確保するため、施設の貸付料

等について、エネルギーコストの変動状況等を踏ま

えた適切な料金を早急に検討されたい。 

（Ｈ２１ 年度評価） 

ⅥⅥⅥⅥ    教育及教育及教育及教育及びびびび研究並研究並研究並研究並びにびにびにびに組織及組織及組織及組織及びびびび運営運営運営運営のののの状況状況状況状況にににに係係係係

るるるる情報情報情報情報のののの提供提供提供提供にににに関関関関するするするする目標目標目標目標 

公立大学としての説明責任を果たし、大学の教育

研究活動等について県民の理解を得るため、大学に

関する情報を積極的に公表する。 

１ 大学の基本理念､財務状況､中期目標･中期計画、

自己点検及び評価の結果等の情報を、広報誌、ホー

ムページ等複数の媒体を利用して公表する。168 

広報にあたっては、一元的かつ効率的に行う体制

をさらに充実させたうえで、引き続き効果的・効率

的な広報に努められたい。 

（Ｈ２１ 年度評価） 

ⅦⅦⅦⅦ    そのそのそのその他業務運営他業務運営他業務運営他業務運営にににに関関関関するするするする重要目標重要目標重要目標重要目標    

２２２２    安全管理安全管理安全管理安全管理にににに関関関関するするするする目標目標目標目標 

教育研究環境において、教職員及び学生の安全と

健康の確保に努める。 

(２)  安全･衛生管理に対する教職員及び学生の意

識向上を図り、事故を防止するため、定期的に研修

を実施する。175 

研修について学生の参加を促す取組みをさらに強

化し、引き続き学生等の安全が確保されることを期

待する。 

（Ｈ２１ 年度評価） 

 


